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　第2次大戦後現在に至るまでのドイツ現代文学を総括
的に批評・紹介することが本研究の目的である。もとよ
り個人の力には限界があり，2年間の研究期間ではせい
ぜいそのアウトラインが辿れるくらいと考えている。特
に初年度の1992年度は関係資料の収集及びいわゆるフィ
ールドワークが中心となった。筆者は長年にわたってド
イツ哲学・思想を主として研究してきたが，これらの研
究蓄積を基に1985年から，ドイツ文学に研究の主領域を
移し，現代ドイツ小説研究を続けてきた。それは一つに
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は今後，「文学」の方が「哲学」よりも多くのことをなし
うると確信したからである。もちろんそれは文学には思
想が必要ということを前提とした上での結論である。知
の活動の余地は哲学よりむしろ文学空間の方に多いので
はなかろうか。古くはカント学徒から出発して，文学者
になったフリードリヒ・シラー，近くはフッサール，ハ
イデッカーの哲学を研究，その後実存主義文学の大成者
となったジャン・ポール・サルトル等の例もある。また
クリティーク（文学批評）の面でも，ヴァルター・ベン
ヤミン，テオドーア・アドルノ等に見られるごとく，文
学には思想は欠かせない。二つには日本におけるドイツ
文学の復権を目指したかったからである。戦後のアメリ
カ文学やフランス文学についてかなりな知識をもつ人で
も，日本では戦後のドイツ文学には暗いというのが一般
である。その原因の一つに，ドイツが戦後，米英仏ソに
よる4占領地区に分かれ，1949年末移行1990年まで東西
ドイツが独立し別個の道を歩んだという複雑な政治的背
景があろう。あるいはまた，ドイツ語によって書かれる
文学が，東西ドイツのみならず，オーストリアやスイス
等にも及ぶという地理的不明確さがあるかも知れない。
それだけにドイツ現代文学を総括的に日本に紹介するこ
との必要性は高いものと思われる。具体的には多数の作
家の作品を通読の上，その中からドイツ文学の特徴を体
現していると思われる作家群像に焦点をあて，筆者の主
観によるドイツ現代文学史を叙述する予定であるが，今
年度は，先ず研究の基盤となる時代区分及び東独・西独
の地域区分の設定を行い，更にそれに加えて東西ドイツ
再統一後の文学状況を最新章立てとする全体構想を練っ
た。
　次に「統一後のドイツ文学の動向探索及び資料収集の
ため」という名目で約1ヶ月間（1992年8月21日一9月
20日）ドイツ本国で文献資料の収集並びに実地調査を行
った。何よりの収穫は統一後の社会状況を直にこの目で
見ることができたことである。もちろんドイツ文学の現
況を探るのが主目的であったが，文学は政治や経済と違
って直載に社会の表面に出ることが少ないのでどうして
も庶民の生活ぶりに触れながら，その過程で文学につい
て考え，関連資料を集めることになった。特に「社会主
義リアリズムの文学」については，その存在基盤であっ
た共産主義体制が消滅したため，当時「作家同盟」への
加盟が義務づけられていた旧東独作家達の消息を求めた
のであるが，シュテファン・ハイム，ギュンター・デ・
プロイン等大家以外は，今何をして生活しているかわか
らないというのが実状であった。ワイマール，エアフル
ト，ハレ等の旧東独地域の諸都市は，経済的に西側のド
イツ地域と比べて見劣りしたことは否めない。旧東独を
巡った後，旧西独に行ったのであるが，ここで予めイン
タビューを申し込んであった二人の現役作家に面会する
ことができ，対談できたのは，本研究遂行の上で大きな
収穫であった。①9月3日（木）に，ユダヤ系ドイツ人
作家ラファエル・ゼーリヒマン（1947年生まれ）に，ミ
ュンヘンの自宅で会い，彼の創作の動機や，思想的背景
について尋ねた。ゼーリヒマンは「ルービンシュタイン
のオークション」，「イデイッシュ・マメ」の小説2作を
発表しているが，まだ日本には知られていない作家であ
る。②9月14口（月）には，ドイツ文壇の大御所マルテ
ィン・ヴァルザー（1927年生まれ）をボーデン湖畔，ユ
ーバリンゲン・ヌスドルフの自宅に訪問，約2時間に及
びインタビューを行った。①のゼーリヒマンとの対談は
帰国後文芸誌『群像』に作家論とインタビュー記事とい
う形で発表した（vgl特別インタビュー「新しいドイツ文
学の可能性　一ドイツ・ユダヤ共生復活の試み一ラファ
エル・ゼーリヒマン」：『群像』1993年2月号）。②のマ
ルテイン・ヴァルザーに関しては次年度中に作家論とし
てまとめる予定である。
　さて，本研究推進中，1993年2月になって旧東独作家
のクリスタ・ヴォルフや劇作家のハイナー・ミュラーが，
かつてシュタージ（国家保安警察）の非公式要員として
活動していたことが発覚した。それまでこの二人はシュ
タージの被害者と見られていただけに，これはセンセー
ショナルな社会的事件にまで発展した。ミュラーとアメ
リカ滞在中のヴォルフは，弁明に終始したが，真相は今
なお明らかでない。旧東ドイツ（DDR）の文学とシュ
タージ（Staatssicherheit）の問題は今後の解明を待たね
ばならないだろう。旧東ドイツの文学，いわゆる社会主
義リアリズムの文学の評価位置づけも，それに関連して
当然変わってこよう。東西ドイツが統一された現在，お
よそドイツの戦後文学史は今までのままでよいのか，ま
たは新たに書き換えなければならないのかという問題も
残る。日本でも，最初に西側のドイツ戦後文学をリード
した文学集団「グループ47」（Gruppe47）の歴史及びその
果たした役割についてはかなり詳しく紹介されている。
しかし東との関連でとなると，つまり東側の戦後文学状
況の紹介となると殆ど無きに等しい。ましてや東西の国
境を取り払っての共（同）時性（Gleichzeitigkeit）の次
元での文学史はまだ日本では見あたらない。なぜなら政
治体制の相違もあって東ドイツの文学，西ドイツの文学
とそれぞれ別個に取り扱ってきたからである。そこで
1945年を基点に，東と西，過去とのつながりという視点
から，戦後文学（Nachkriegsliteratur）を取り上げたら
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どのようになるであろうか。ベルトルト・ブレヒト，エ
リザベート・ラングゲッサー，ゴットフリート・ベン，
アナ・ゼーガース，ヴォルフガング・ボルヒャルト，ギ
ュンター・アイヒ，ペーター・フッヘル，パウル・ツェ
ラーンそれにアルノ・シュミット等の作品を通して，革
新と伝統の狭間で文学活動をしたこれらの作家・詩人達
の創作活動を検証してみたい。ゼーガースの『芸術の課
題』，ボルヒャルトの『これこそ我らが宣言』，アルノ・
シュミットの『現代文学とドイツの読者層』には，当時，
新規の文学の可能性を模索した彼らの創作理論が窺え
る。ことにシュミットのエッセーは，無私の境地に至る
ことの重要さを訴え，書くことの理想はアスケーゼであ
るといっている。彼は自説の実践を小説『レヴィアタン
あるいは最良の世界』で示して見せた。これはショーペ
ンハウアーの思想的影響の色濃い作品である。1950年代
まではこの線上（革新と伝統）で取り扱う予定である。
それに続く時代は，東西両ドイツの異なる政治体制が固
定化されていく時代であり，東と西ということになると，
当然「文学と政治」の問題を考えなければならない。そ
の際，文学理論の上で参考になるのは，西のハンス・マ
グヌス・エンッェンスベルガー『文芸と政治』，東のフォ
ルカー・ブラウン『政治と文芸』である。両者の書名の
順序が逆であるところに視点を据えれば，体制の比較に
おける文化及び文学史が新たに可能となろう。ハンス・
マグヌス・エンツェンスベルガーはアンガージュマンの
詩人として有名であるが，それは西ドイツの資本主義体
制のもとでのヒューマニズム希求に由来していた。
　しかしフォルカー・ブラウンにとっては，社会主義独
裁体制のもとで呼吸する詩人がテーマである。ブラウン
の詩集『生きるための素材』の中にある一篇「封土」（Das
Lehen）は見事に詩人の自画像を描き出している。党の権
力が君臨する状態はかつての領主の場合と変わりないと
いうのである。「党，我が領主！党は我々にすべてを与え
てくれた」と歌う。この詩はヴァルター・フォン・デア・
フォーゲルヴァイデの政治的格言詩を拠り所にしている
のであるが，ブラウンの場合，最終行で「私に必要な封
土は授けられるものではない」とある。ヴァルターの第
一行「私には自分の封土がある，全世界よ，私には自分
の封土がある！」というのと対照的で，DDRという国
家における精神の自由，自由意志を希求したものと解釈
することができる。この他，今となっては歴史的な価値
しか無くなってしまったが，東独では社会主義リアリズ
ムの文学路線「ビッターフェルダー・ヴェーク」（Bitter－
felder　Weg）の称揚した記録文学が数多く残された。『ド
イプナー・ブレッター』などはさしずめその代表作品集
といってよかろう。西独にも「職場の文学サークル」
（Werkkreis“Literatur　der　Arbeitswelt”）という集団
が生まれて，いわゆる記録文学が，フィッシャー書店か
らシリーズで刊行されたりした。実地調査の効能とでも
いうであろう。ギュンター・ヴァルラフの『最底辺』は，
ドイツにおけるトルコ人労働者の悲惨な実態を暴いてセ
ンセーションを巻き起こしたのも記憶に新しい。
　この1年間，新しいドイツ文学史の構想を頭に描いて
きたが，結局それはDDRの文学を全体のドイツ文学史
の中にどのように組み入れるかという問題に帰着した。
したがってDDRにおける検閲の問題，シュタージの問
題一それは具体的にはプレンツラウアーベルクの詩人達
から始まって，ヴォルフ，ミュラーにまでわたるのであ
るが一を検証しなければならないということが判明し
た。研究期間後半の1993年度はこの点をも踏まえながら，
当初の方針通り，方法論としては哲学，社会学，歴史学，
教育学等の知識を総動員して文学を把握するという学際
的方法を駆使して研究を続けたい。
